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高森町と熊本県立大学が包括協定を締結

　高森町街路灯組合は、昭和 63年から設置している街路灯につきまして、ＬＥＤの街路灯の整備を

行いました。

　これは、地域住民の安心・安全な生活環境を守るための施設・設備の整備を行うことを目的とした、

国の『商店街まちづくり事業』補助金及び高森町の補助金により整備を行ったものです。高齢社会

が進展する中、安心・安全に配慮した、身

近で快適な商店街づくりだけでなく、町の

防犯・防災対策としての効果も期待されて

います。

　なお、今回設置された街路灯の維持管理

費につきましては、当分の間、高森町街路

灯組合が建替えのために積み立てた積立金

から負担していただくこととなっています。

　２月４日、熊本県立大学で高森町と同大学との包括協定調印式が行われました。

この協定は、包括的な連携のもと、地場産業振興や人材育成、さらには地域づくりなどのさまざま

な分野において相互に協力することを目的とするものです。

　具体的には、観光立町の推進、特に高冷地野菜やあか牛、酒や味噌・醤油など地域の食文化を活

かした「食」に関する企画や、過疎化・高齢化を

踏まえた地域づくり、また光ファイバー網整備に

伴う自主放送番組の利活用策など、あらゆる取り

組みにおいて学生ならではの「若い発想力と強い

行動力」が期待されます。

　今後、町内の各地域や各行事などで熊本県立大

学生と触れ合う機会が増えますが、町民の皆さま

の温かいご声援とご協力をよろしくお願いいたし

ます。

▲街灯のＬＥＤ化により、夜の街並みがより明るく（高森・下町）

▲調印後、熊本県立大学の五百旗頭（いおきべ）理事長
（写真左）と握手を交わす草村町長


